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 2016 年に発足し、2 年にわたり議論を重ねてきた本プロジェクトの成果の一端を、ここ
に報告書として提示したい。参加者は、人文社会科学研究科・博士後期課程在学中の院生
で、それぞれの専門は異なる。寄稿した 3 名のうち、吉川佳見は言語学、欠ヶ端和也は民
俗学・文化人類学、そして猪岡萌菜は美術史のディシプリン、方法を学んでいる。そして
それぞれの指導教員の下、自ら設定した研究テーマにかかわる調査、考察、論文作成をお
こなってきた。その一方で、人文公共学府・地域研究センターが主催する本プロジェクト
の呼びかけに応じ、専門を超えた活動の機会を共有し、別様の視点から自らの研究を広げ、
問い直しながら意見を交わしてきた。プロジェクトの趣旨は、以下、代表の中川裕教授に
よる参加者公募のための文章に簡潔に述べられている。 
 
  アイヌ文化を「消滅の危機」にあるものとし、その残滓を拾い上げるという観点 
 ではなく、新たなステージへの創造の過程にあるものという観点から、「言語」「文学」 
 「音楽」「演劇」「工芸」「手芸」「アート」というような既存の枠組みを問い直しつつ、 
 アイヌの創作・芸能・造形活動を「異文化」との交流に着目して歴史的に考察する。 
それを踏まえて、それらの作品の発信、展示の可能性を考え、アイヌ文化の未来形を 
探る。 
 
さて、（周知のように）アイヌ文化への注目や関心は、近年一段と高まりを見せている。
アイヌ文化は、メディア空間、公共空間に確実に進出を果たした。たとえば北海道では、
2013 年に遡り北海道庁が、アイヌ語のあいさつの言葉（「こんにちは」の意味）を冠した「イ
ランカラ�テ」キャンペーンを推進し、民間企業のサポートを募りながらアイヌ文化の啓
蒙普及活動と観光事業の連携・推進をはかってきた。ロゴマークやポスターのデザインに、
アイヌ文様が用いられる例も増えている。新しいところでは、北海道内の主要都市に店舗
を構える百貨店の丸井今井が、アイヌ文様をあしらった二色パターンのショッピングバッ
グを、アイヌ刺繍、服飾史研究の第一人者である津田命子氏と著名なアートディレクター
のコラボレーションによって創案、広く利用されることになった。同百貨店のホーム頁で
も、津田氏へのインタヴューの形でアイヌ文様の意味を伝え、デザインコンセプトをディ
レクターが語っている。北海道の鉄道や地下鉄の駅、空港のコンコースに置かれた、アイ
ヌ・アートに出会う機会も増えた。 
北海道の中にとどまるわけではない。東京や全国の地方都市のギャラリー、カフェ、ラ
イブハウス、フェスティバル等では、個人やグループの展示、発表活動も活発である。少
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しアンテナを立てれば、各地で多様なアイヌ・アート、アイヌ音楽に触れることができる。 
そして、アイヌ文化に対する認知を大きく広げたのは、何といっても『ゴールデンカム
イ』であろう。北海道出身の漫画家、野田サトル氏が『週刊ヤングジャンプ』（集英社）に
2014 年から掲載を始めたこの漫画の人気は衰えることなく、テレビアニメ化され、間もな
く配信が始まる（2018 年 4 月）。明治時代末期、日露戦争後の北海道を主たる舞台にした
作品の主役のひとり、アシㇼパという名のアイヌの少女の溌溂とした魅力、その洞察力と
大胆さを備えた行動の背景には、アイヌの人たちが培ってきた知恵が生かされているとい
う設定である。この漫画、またアニメ作品には、監修として本プロジェクト代表の中川教
授が関与されているので、ここでは贅言を避けるが、美術、視覚文化を研究する筆者にと
っても、従来のアイヌ文化を取材するマンガや映像とは異なるアプローチが試みられる本
作からは目が離せない。 
しかし、このようなアイヌ文化ブームと言いうるような現象は、どこまで深くこの社会
に根付いているのだろうか。多くの享受者、一般の人々が、表象の背景に関心を持ち、知
る機会は果たして十分にあるのだろうか。もちろん、存在すら知らなかったアイヌの文化
に触れ、親しむことが、第一歩だとしても、その先は、どうなるのだろうか。情報の持つ
力は大きい。 
私たちは研究者として、アイヌの人たちの現在と未来に関与、コミットしている。現代
を生きるアイヌの人たちは、日本という国家の法制度、同じ社会の枠組みの下で暮らす日
本人であると同時に、自らの言語、歴史の過程で奪われた権利を回復し、その文化の継承
を目指している。ここで「継承」される文化とは、アイヌの人たちが絶えることなく一貫
して所有し得た文化ではなかった。過去の各時期に、北海道のみならず本州、千島や樺太
（サハリン）などさまざまな土地で、共存する他者の文化と交差する中で変容し、あるい
は中断した文化である。研究者である私たちは、歴史おける文化の諸相、その一端の解明
を通じて「アイヌ文化の未来形」の創造に寄与したいと考えてきた。言い換えれば、アイ
ヌの言語や文化、歴史を研究テーマとするということは、当たり前のことではあるが、そ
の現在と未来にコミットし、文化の継承と創造の一端を担うことを意味しているのだと言
えよう。 
本稿に寄稿した 3 名の論文は、先述したように対象やアプローチはまったく異なる。だ
が、以上のような関心や意志を共有していることを申し添えたい。 
 
吉川佳見の論考「＜研究ノート＞展示形態から考えるアイヌ・アート」は、言語学を専
門とする吉川が、自らの感性を養ってきた「アート」に、改めてじっくりと向き合い、経
験を客観視しつつ言語化を試みた足跡である。「アート」は、それを見る者の感覚を刺激し、
感情を揺さぶる。「アート」によって湧き上がる感覚や感動を、人は一般にきわめて特殊で
個人的なものと考えているかもしれない。しかしそうだろうか、と吉川の論考は問う。「作
品が置かれる空間と、作品を語る言葉の二側面」への着目は、人為的、社会的な文脈が「ア
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ート」への接近を可能にし、同時に時には制限・阻害する側面を鋭く突いている。吉川の
論考を通じて、私たちは美術館から街中のカフェまでという空間的広がりの中で、アイヌ・
アートに触れるチャンスがあることを改めて知る。同時に、私たちがアートと出会うとい
う経験は、あくまでも「空間」や「言葉」という社会的な枠組みに強く制御されているこ
とを明らかにする。吉川は、本稿において「空間」や「言葉」による制約を、批判的に問
い直し、その変更を迫る姿勢を示しつつも、他方で、新たなアートを生み出し享受する場
や空間の可能性に目を向ける。例えば、「地域アート（芸術祭）」における歌やパフォー
マンスといったコミュニケーションを通じたアイヌ文化への接近を取り上げた。吉川の論
考は、「今」「ここ」という時代の風を受けて、私たちがアートに出会い、アートについ
て語り合うことの楽しさや悦びを想起させる力を持っている。専門外と吉川は謙遜するが、
アート批評、美術について考え、書くことの意味を、アイヌ・アートを例に示す論考とな
っていると言えよう。 
 
欠ヶ端和也の論考「アイヌの器物の具体的な表象・形象 ―アイヌが用いる動物・植物
意匠―」は、アイヌが手がけた器物の文様において従来の研究では、一般的に抽象的な文
様が中心であり、動物などの具体的な形象・表象を避けるとされてきた言説を問い直し、
具体的な遺品を取り上げながら、動物・植物意匠の特徴を具に検討・考察するものである。
もとより研究史においても、それらの意匠が許容されている形象があることは指摘されて
きた。欠ヶ端は、それら「道具」に付随する具体的な形象としてのイクパスイ（捧酒箆）
やサパウンペ（礼冠）、マキリの鞘の根付、および独立した偶像としてのイノカカムイを
検討する。その際に、根付や煙草入、あるいは交易によって入手した漆器や衣服の表象（文
様）を、和人文化との接触という観点から見直し、アイヌのそれとの比較を試み、歴史上
の相互交渉や影響関係の可能性を検証する。そしてアイヌ社会においては、「儀礼の中で
用いる」という文脈、あるいはイコㇿ（宝物）といった特定の器物の持つ意味が重視され
ることで、動物・植物意匠がアイヌ文化に受容されていったとする興味深い見解を提示し
た。論考の結びには、アイヌが作る「木彫りのクマ」に焦点を合わせ、それがなぜ積極的
に近代のアイヌ社会の中でおこなわれたのかを考察する。この問題については、観光人類
学の視座からの新たな研究成果もあり、欠ヶ端のアプローチのみによって結論を導くこと
は難しい面もあろう。しかし、多様な器物を考察の対象とし、異文化接触とモノをめぐる
社会慣習や精神史を歴史的に長いスパンでとらえようとした力作の論考となった。 
 
最後に、猪岡萌菜の「〈資料紹介〉成田山霊光館蔵 金田一京助旧蔵「蝦夷国風図絵」」
は、自身が学芸員として勤務する成田山霊光館所蔵の「アイヌ絵」を紹介する。金田一京
助の旧蔵品が霊光館の所蔵となった背景には、1924 年から 65 年と長期にわたり成田山貫
主をつとめた中興第十八世の荒木照定との交流関係があった。金田一によるアイヌ研究に
対する、荒木の資金援助に対する返礼品として奉納されたと成田山では伝わっているとの
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ことだが、アイヌ研究、およびアイヌ風俗に対する関心の広がりを考える上でも貴重な史
料である。猪岡の指摘の通りアイヌ絵とは、江戸中期から近代にかけて、特定の言説やメ
ディアによって和人間で流通し、形成されたアイヌイメージであった。五十嵐聡美氏によ
る先行研究に多くを学びつつ、江戸時代中期の松前の絵師、小玉貞良のアイヌ絵に端を発
し、大量に写本が作成され流布した蝦夷国風図絵、および書物や絵巻の詞書として流布し
ていた『蝦夷随筆』を利用する作品の一例として、本作品が紹介された意義は大きい。近
世を中心とする「名所絵」研究をテーマとする猪岡は、特定の土地が多くの人々の関心の
対象となり、視覚的なイメージ（絵画）や言説を通じ、まなざしの対象として固定化され
る現象、さらには新たな知識や関心の登場による表象の変容を探究している。新たなる金
田一京助旧蔵「蝦夷国風図絵」との出会いは、「他者」観の生成や変容という視点の重要
性を気づかせてくれるものであり、今後の研究に生かされるに違いない。なお本稿は、猪
岡が携わった企画企画「金田一京助と成田山」（成田山新勝寺平和大塔１Ｆ霊光殿内・2017
年 7 月 4 日（火）～９月 10 日（日）の成果に基づくものである。 
 
以上 3 人の研究は、本年度のプロジェクト研究推進の過程で、まず 2017 年 11 月 6 日に
開催した中間報告会で提示され、意見交換によって検討を深めた。その後、2018 年 2 月 7
日(水)と 8 日(木)の日程で開催された平取アーカイブ事業と本プロジェクトの合同研究会に
おいて、各地からのアイヌ語、アイヌ文化の継承・実践活動に取り組む方々を前に最終報
告をおこなった。平取アーカイブ事業には中川裕教授が深く関与されている。 
合同研究会では、まず、安田千夏氏が、アイヌの口承伝承に基づくご自身の創作絵本を
中心に北海道博物館における発信、展示の経験をお話しくださった。次に木幡弘文氏は、
勤務される白老のアイヌ文化博物館における実践、映像や音声資料を活用した先人たちの
取り組みを紹介され、その過程での経験、思いを伝えてくださった。さらに新谷裕也氏は、
アイヌの人々による植物の食物利用について、ご自身の取り組みと経験をユーモアたっぷ
りに教えてくださった。アイヌの文化資源の豊かさを改めて痛感し、また各地の皆さんが
交流や研修を積み重ねながら発信力を高めていらっしゃることに感銘を受けた。そして千
葉大学の院生にとっては先輩にあたる北海道大学アイヌ・先住民研究センター准教授、北
原次郎太氏の報告は、ウイルタ文様・ニヴフ文様・アイヌ文様といった北方民族の文様の
特徴が深く理解されないままに「アイヌ文様」として流通し、また文様の意味についても
根拠の不十分な説が反復的に広がる状況に警鐘を鳴らす内容であった。造形の特徴を鋭く
見抜き、言語化する方法、さらにはアイヌ文様が歴史的に変容する契機の分析からは多く
を学んだ。その成果はすでに、アイヌ民族博物館のデジタル機関誌『月刊シロﾛ』2018 年 2
月号に掲載されている。 
二風谷の関根健司さんがまとめ役として尽力くださり 20人にもおよぶ皆さんを千葉大に
お迎えし、そして翌日は成田山霊光館と仏教図書館にご一緒して、交流を深めることがで
きたのは、本当にありがたく楽しい機会であった。今後もこのような合同勉強会を儲ける
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ことができればと、強く願っている。 
本来であれば本プロジェクトを引っ張る立場にあった筆者は、まことに申し訳ないこと
ながら本報告書への寄稿を準備できなかった。アイヌ・アートに関しては、「アイヌ女性の
手工芸にみる創造と協働 （後編）―戦後の民芸と手芸との交差から―」と題した論考を、
本年度同時に刊行される本学大学院の別のプロジェクト論文集『未完成 ―企図／作品／
芸術家―』（人文公共学府研究プロジェクト報告書、第 333 集）に寄稿するにとどまった。
準備報告では、2017 年から 18 年にかけて札幌芸術の森美術館と国立民族学博物館（大阪）
で開催された『現れよ。森羅の生命 ―木彫家 藤戸竹喜の世界』展を契機に、藤戸氏に
よる人形（ひとがた）／肖像彫刻の制作を、日本近代彫刻における人形をめぐる文脈（仏
像や置物、モニュメント彫刻との交差）、さらには「記憶＝物語」とアイヌ・アートという
観点から考察を試みた。成稿に至らなかったのはひとえに力不足によるもので、参加者の
院生の皆さんに深くお詫びしたい。 
プロジェクト推進の過程、特に上記、合同勉強会の開催準備、および本プロジェクトの
編集において、RA である欠ヶ端和也さんに大変お世話になった。末尾ながら、中川裕教授
による一貫したサポートに、そして勉強会でご一緒した中川研究室の院生の皆さんからい
ただいた貴重なご意見に、深く感謝申し上げる。 
